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 XV．鍵盤音楽 

                （表１５） 
 

Ａ．ピアノ 
 

１．手記号の使用法 
 
表１５Ａの記号 
     右手記号 

    左手記号 
      伴奏付きのソロパート （訳注：１６－１９参照） 
      音程を上に読んでいく右手記号 
      音程を下に読んでいく左手記号 
 
１５－１ 
  第１５章の記号は、ピアノ、およびチェンバロやクラヴィコードのような

鍵盤楽器の為の楽譜に適用される。また、鍵盤の付いた電子楽器にも適用され

る。 
  
１５－２ 
  手記号やパート記号は、楽句の最初の記号の前に置かれる。 
 
１５－３ 
  次に続く記号に 1・2・3 の点のいずれかがあれば、手記号やパート記号の

後に 3 の点を記さなければならない。 
 例１５－３ 
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１５－４ 
  表１５Ａの記号に続く最初の音には、音列記号が必要である。 
 
１５－５ 
  鍵盤楽器の伴奏がソロパートと重複していたり、アウトラインを含んでい

る時は、前置符  を使用する。 
 
１５－６ 
  伴奏部分や鍵盤楽器でのオーケストラ縮小部分に、楽器編成についての注

釈が付いているならば、墨字と同じように点訳する。 
 
１５－７ 
  途中で手が替わる楽句は、可能な限り片手のパートに記すべきである。こ

のような楽句は、どちらの手にすればよいかを決めるのは簡単ではないが、楽

譜のレイアウトが決める手助けになる。 
 例１５－７ 
            
    
    
     
     

    
 
１５－８ 
  曲全体が両手に分けられた楽句でできている時は、例１５－１１のように

片手のパートに記す。 
 
１５－９ 
  手の交替が全く同じようにパターン化して続くならば、“sim”という省略

形を付け加えてよい。付け加えた省略形には、 のように、５の点を

頭に記さなければならない。 
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１５－１０ 
  一つのパート内で音部記号が変わっても、そのパート内では音程を読む方

向は変わらない。 
 例１５－１０ 
            
   
   

     
 
１５－１１ 
  音程を読む方向を変えたい時は、左手のパートの音程を上から読んだり、

右手のパートの音程を下から読むように指示する手記号を使う。 
例１２－３３から例１２－３５は、理論のテキストで使われているこれらの 
手記号を示している。また、下の例は、ピアノの長いパッセージの一部にある 
右手記号の使い方を示している。 
 例１５－１１ 
            
   
   
   

      
 
１５－１２ 
  部分けを必要とする音がある場合には、これらの音がどちらの手で弾かれ

るのかを、はっきり示すように注意すべきである。 
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 例１５－１２ 
               
 

     
     
   

 
 
 
１５－１３ 
  ショパンやその他の作曲家の華麗な音楽では、同時に演奏する音を表す記

号  を、それぞれのパートに必要とすることがある。 
 例１５－１３ 
 
  (a)（バー・オーバー・バーで） 
               
  

      
    
  
      
    
 
  (b)（セクション・バイ・セクションで） 
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表２の記号 
     左手で弾くト音記号譜表 
     右手で弾くヘ音記号譜表 
 
１５－１４ 
  晴眼者の生徒を教える視覚障害の先生用に音部記号が点訳される場合には、

墨字において片手のパートが別の譜表に移っている事を示すために、特別な音

部記号が使われる。音程や部分けを読んだり使用する方向は、これらの音部記

号によっては影響されない。 
 例１５－１４ 
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２．ピアノのペダリング 
 
表１５Ａの記号 
       Ped.あるいはペダルを踏む表示 
       星印あるいはペダルを上げる表示 
      一つの音符についている星印と Ped． 
      ハーフペダル 
      弦が鳴った直後にペダルを上げる 
 
１５－１５ 
  墨字では星印や“ped.”のようなペダル表示は、必要とされる場所に書かれ

ている。それらのペダル記号は、右手パートの音が正確にペダルの位置を示す

必要性がない限り、通常左手パートに点訳される。ぺダルの上げ下げは一対と

して扱われ、可能ならばその両方が同じ手のパートに記される事が望ましい。 
 
１５－１６ 
  “con ped.”のような指示は、その言葉通りに点訳されるべきである。また 
“ped．”の後ろに星印がない場合は、文字記号を付けて“ped．”と記した方が

よい。 
 
１５－１７ 
  墨字に、ペダルを踏む指示やハーフペダル、又は、星印とペダルの組み合

わせの指示が、音符や休符の真下に書かれている時は、点字においては、それ

らはその音符や休符の前に記す。 
 
１５－１８ 
  ペダルを上げる記号は、音符や音程や休符のあとに記す。例１５－１８で

は、ペダルは長い休符の間踏み続けられる。例１５－１９では、ペダルは休符

の前に離される。 
 例１５－１８ 
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１５－１９ 
  星印が音符や和音の下に記され、“ped．”が次の音の下に書かれている時は、

ペダルを上げる記号は必要ない。 
 例１５－１９ 
               
     
   

      
 
１５－２０ 
  星印と“ped．”が同じ音の下に記されている場合、の記号が使われ

る。 
 例１５－２０ 
           
   
     

       
 
１５－２１ 
  墨字では、ハーフペダルはいろいろな方法で表わされている。通常ハーフ

ペダルの場所で曲がったり逆Ｖ字のついた横線が使われる。 
例１５－２１では、ハーフペダルの記号を部分けの部分に記すことによって、 
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墨字で書かれた場所を明確にしている。 
 例１５－２１ 
              
    
   

      
 
１５－２２ 
  直ちにペダルを上げる記号は、一つの音が鳴っている間中ペダルが残って

はならないという視覚的な手がかりがある場合に使われる。例１５－２２は 
四分の三拍子である。初めの小節では、星印が左手のミのシャープの真下に置

かれて、ペダルをすぐに離すという事を示している。次の小節では、星印は 
第１拍のわずかだが後に書かれているので、点字では普通のペダルを離す記号

が使われている。 
 
例１５－２２ 
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１５－２３ 
  意味が非常に明確ならば、繰り返し記号はペダル記号と共に使ってよい。 
 例１５－２３ 
           
   

      
 
１５－２４ 
  例１５－２４では繰り返し記号を使うと、ペダルは４拍目の前で上げて、

また踏まれるという間違った指示をする事になる。このような場合には、繰り

返し記号は使うべきではない。 
 例１５－２４ 
              
   

   
 
１５－２５ 
  もしペダルが繰り返される楽句の一部で使われるだけで、正確な反復であ

るならば、繰り返し記号はペダルをも含む。 
 例１５－２５ 
           
   

     
 


